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論文審査の要旨 

 

損傷が激しい遺体でも歯牙は長期間残存していることが多いため、身元不

明遺体の個人同定の極めて有力な情報となる年齢を推定するための指標に従来

から用いられてきている。しかし、従来の歯牙指標は肉眼的所見が多く客観性

に欠けるきらいがあること、無歯顎の場合は推定できないこと、さらには大規

模災害などのような場合には X 線装置などの特殊な装置なしにしかも迅速な判

断が求められるなどから、申請者は、歯牙を含めた口腔内所見を基に新しい年

齢推定法を開発することを目的に本研究を行っている。具体的には、より客観

性が高い指標として、上顎と下顎の歯牙数、補綴物数、歯牙咬耗度(6 段階分

類)、咬合接触域、そして下顎角角度(実測値)の 6 つを設定し、実年齢が判明し

ている 225 例の法医解剖症例を用いて、重回帰式による年齢推定式を求めたも

のである。その結果、過去の報告と同等の精度、特に高齢者においてより高い

精度の年齢推定ができることを証明するとともに、年齢の増加にともなって下

顎角が大きくなることを示し、無歯顎症例の年齢推定に初めて成功している。 

申請者の研究結果は、簡便で迅速かつ精度高く年齢推定できることから、

身元不明死体、特に大規模災害時の身元判明に有用な方法であり、法医学・法

歯学分野の進歩に貢献するものである。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに法医科学・法歯科

学の分野の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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